
  
京京都都工工芸芸繊繊維維大大学学（（KKIITT））「「技技術術交交流流会会」」ののごご案案内内  
  
  
 

 

 

 

 
 
  
 

新型コロナウイルス感染症も落ち着きをみせ、外国人観光客などでにぎわいを取り戻しつつある京都。その歴

史と美しい街並みを尊重しつつ、新たな未来へと歩みを進め変化し続けています。本イベントではそうした京都

の街づくりや観光の現状と未来について、京都工芸繊維大学が持つ研究内容やシーズ情報を皆様と共有すること

で、新たな可能性を探る交流会となっております。観光や住まい・街づくりに興味のある方だけでなく、京都工

芸繊維大学との産学連携にご関心の高い企業の方へ、共に京都の未来像や御社のビジネスのヒントを掴んでいた

だける会としてご案内申し上げます。 
 
           

◆講 演 会 

テーマ①『脱炭素社会の実現を目指した京町家の在り方』 

講 師 ： 金 ジョンミン   京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 助教 

講演概要：京都の町は、世界文化遺産や伝統的な町家を多数保有しています。京町家の保存と共

にゼロカーボン社会の実現を目指すため、伝統的な京町家を保存しながら街区レベル

での環境性能およびレジリエンスの向上が可能となる街区の計画手法を紹介します。 
 

   テーマ②『まちのリブランディングに向けた地域協働プラットフォーム』 

講 師 ： 照井 亮  京都工芸繊維大学 デザイン・建築学系 准教授 

講演概要：地域の環境や歴史、文化、産業、伝統などについて、地元の人々と共に発見し、共に

学び、共に考えることから、地域のアイデンティティや未来の地域のあり方を民主的

に紡ぎ出す方法を、北海道山越郡長万部町での事例を元に紹介します。 
 

   テーマ③『観光情報学 2.0 へのご招待：観光知の発掘と利活用について』 

講 師 ： 馬 強    京都工芸繊維大学 情報工学 ・人間科学系 教授 

講演概要：本講演では、持続可能な観光社会の実現に向けた観光情報学 2.0について紹介します。

観光集合知の発掘とそれを用いた観光場所とルートの推薦・プランニング技術を、「ど

んなところなの？」と「どこへどうやっていけばいいの？」の観点から紹介します。 

◆懇 親 会     参加者全員による立食形式の懇親・名刺交換会  

 

 

日   時 ： ２０２３年１２月４日（月）１４：００～１７：４０ 
 

 

会   場 ： 京都工芸繊維大学 松ケ崎キャンパス １５号館 N105 号室 

※懇親会場は 同キャンパス Sky PLAZA KIT 
 

 

参 加 費 ： 無料（懇親会を含む） 
 

定  員 ： ５０名 

    

主 催 ： 京都工芸繊維大学 産学公連携推進センター ／ 公益財団法人 りそな中小企業振興財団 

        

 


